
（様式第１号） 
新 規 調 査 研 究 計 画 書 （ 全 体 計 画 ） 

 
調査研究 
課  題 

「ダニ媒介性病原体の多項目同時検査法の開発」に関する試験研究 

担 当 者 
大澤修一、渡邉颯太、小室慶子、大久保朝香、坪山勝平、絹川恵里奈、 
會田未希、本谷匠 

計画期間  令和 8 年度～ 令和 12 年度  5 年間 

背 景 
必 要 性 

当所では、これまでに実施したダニ調査により、県内における日本紅斑熱の

原因となるリケッチア・ジャポニカを保有するダニの保有状況を把握した。ま

た、本調査では県内で未発生の感染症の原因となる複数のリケッチア種も確認

された。さらに、2023 年にダニが保有するオズウイルスによる感染症が世界で

初めて発生（死亡例）し、県内にはリケッチア・ジャポニカ以外にもダニ媒介

感染症を引き起こす病原体が存在することが明らかとなった。このような多様

な病原体が存在する中で、ダニ媒介感染症の原因究明を迅速行うためには、そ

れらを同時に検出する方法が必要である。しかし、現在のところ各病原体の検

査法は個別に存在し、同時に検出する方法はない。本県では、日本紅斑熱、オ

ズウイルス感染症などの重篤なダニ媒介感染症が発生していることから、多様

なダニ媒介感染症に対応した検査体制の構築が必要である。 

目  的 

県内に生息するダニおよび野生動物において、ダニ媒介性病原体の保有状況

を明らかにし、それら病原体を同時に検出できる多項目同時検査法を開発す

る。 

計画内容 

① 次世代シーケンサーを用いたダニ媒介性病原体の網羅的解析（R8～R12） 

 県内のダニおよび野生動物においてダニ媒介性病原体の網羅的解析を実施

し、病原体の保有状況を明らかにする。 

② 多項目病原体同時検出法の確立（R9～R12）  

 保有状況が明らかとなった多様な病原体について、同時に検出できる方法を

開発する。 

③ 県民等への結果の情報共有（R8～R12） 

 ダニ媒介性病原体の保有状況を県民等に広報し、ダニ媒介感染症の早期診

断・治療および注意喚起に活用する。また開発した方法を関係機関へ公表する。 

 

特別電源所在県科学技術振興事業補助金を活用予定である。 



研究目標 
（達成しよ

うとする成

果及びその

活用方法） 

県内で発生しうるダニ媒介感染症を明らかにし、それらの多項目検査法を確

立する。ダニおよび野生動物におけるダニ媒介性病原体の保有状況を関係機関

と共有することで、ダニ媒介感染症の注意喚起に活用する。また、開発した検

査法をダニ媒介感染症の早期診断・治療に活用する。 

所要経費 
（概算） 

経費        内訳：旅 費        原材料費 
（40,000 千円）         需要費 40,000 千円  役 務 費 
             使用料        そ の 他 

実施上の 
課題及び 
対  応 

野生動物検体を安定的に確保する必要があることから、外部機関に協力を

求めることを検討する。 

備  考 令和８年度特別電源所在県科学技術振興事業補助金申請中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




